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スギカミキリの被害が発生する林齢 
－被害防除はいつから行えば良いか－ 
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林　　齢　　（年生）

（担当 森林資源部 主任専門研究員 髙橋健太郎）
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１ はじめに 
前号（林業技術情報No13森林病虫害No4）では

スギカミキリの産卵習性から、粗い樹皮の隙間に産

卵することを示しました。この習性のため、スギカミキ

リが植栽直後の樹皮がきめ細かいスギに産卵する可

能性は低いものと考えられます。 
スギカミキリの被害（材内の変色）は一度発生する

と回復することはありません。仮に、被害の発生して

いる林分のスギカミキリを全て駆除できたとしても、

材内の変色は残ります。そのため、被害がいつから

始まるかを明らかにし、林内にスギカミキリが定着す

る前に早期防除を行うことがとても重要となります。

本号では林業技術センターで行った調査例をもとに

被害の発生する林齢について説明します。 
２ 被害の発生と林齢の関係 

1982年から88年にかけて、県内4林分で各5～10
本の丸太を伐倒して被害の発生時期を調べまし

た。スギカミキリは内樹皮部分を食害し、食害部

分の傷は巻き込みによってふさがれるため（林業

技術情報 森林病害虫3号参照）、木口面を観察し、

巻き込み後の年数を数えることによって、その被

害が何年生の時に発生したのか知ることができま

す。 

図に被害の発生した林齢を示します。最も早

い被害は８年生の時に発生しましたが、通常は

10～15年生の間に初めて被害が発生することが

多いようです。 
３ 産卵の習性との関係 
被害の発生を林齢との関係で説明してきまし

たが、樹皮の粗さという視点でも説明できます。

スギカミキリは樹皮の隙間に産卵するため、樹

皮の粗いスギほど被害を受けやすくなります。

スギは10～15年生のころに肥大成長の旺盛な時

期をむかえ、樹皮が粗くなることが知られてい

ます。この頃に他の被害林分からスギカミキリ

が侵入してくると樹皮の粗い部分に産卵されや

すく、被害の定着する確率が高くなります。周

囲にスギカミキリの被害が多い地域では、3齢級

になったら被害侵入のモニタリングや防除を考

える必要があります。 
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図 スギカミキリの被害の発生した林齢 
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調査地1 被害率36％

調査地3 被害率36％

調査地2 被害率22％

調査地4 被害率52％ 




